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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダチューブ内のピストンの動作位置を検出する位置センサを保持するための保持
部材と、該保持部材に両端を連結して上記シリンダチューブの外周に巻着される薄板バン
ドとにより構成した位置センサ用取付バンドにおいて、
　上記薄板バンドは、上記保持部材の両側の対称位置と、該薄板バンドの長手方向の中央
位置とのうち、少なくとも上記対称位置に、該薄板バンドの内周側に突出する単一又は複
数の突起を備えた突起部を有し、該突起部が形成された位置は、上記薄板バンドの、上記
保持部材が位置するシリンダチューブ半周側に巻着される部分であり、
　上記突起部は、上記薄板バンドの幅方向の中央部に、該薄板バンドの幅の１／２以下の
範囲内に位置するように配設され、該突起部の配設位置の両側には、上記薄板バンドの幅
の少なくとも１／４以上の突起部が設けられていない領域があり、シリンダチューブの周
面に対する上記薄板バンドの締め付け時に上記領域が上記シリンダチューブに接触するよ
うに形成されている、
ことを特徴とする位置センサ用取付バンド。
【請求項２】
　上記薄板バンドは、上記保持部材の両側の対称位置と該薄板バンドの長手方向の中央位
置とに上記突起部を有し、上記対称位置の突起部と上記中間位置の突起部との間に、上記
薄板バンドのシリンダチューブの周面への締め付け時に該シリンダチューブの表面に圧接
する部分を有し、該薄板バンドの圧接する部分の長さはシリンダチューブの周長の５０％
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以上である、
ことを特徴とする請求項１に記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項３】
　上記突起部を形成する突起は、シリンダチューブの表面に点状接触、線状接触又は面状
接触することを特徴とする請求項１又は２に記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項４】
　上記各突起部が、上記薄板バンドの長手方向の線状成分を有する突起と、それに直交す
る幅方向の線状成分を有する突起とにより形成されている、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項５】
　上記各突起部が、上記薄板バンドの長手方向とそれに直交する幅方向の線状成分を複合
した突起の単数又は複数により形成されている、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項６】
　上記各突起部が、上記薄板バンドの長手方向に対して傾斜した線状成分をＸ状に交差さ
せて複合した突起の単数又は複数により形成されている、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項７】
　上記突起部が、突起の集合又は複合により文字その他の記号状に形成されている、
ことを特徴とする請求項４～６のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項８】
　上記保持部材の両側の対称位置に設けた突起部が、該保持部材の中央の両側において対
称形状をなす単一又は複数の突起により形成されている、
ことを特徴とする請求項４～７のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。
【請求項９】
　上記各突起部が、シリンダチューブに点状接触する突起を薄板バンドの幅方向の２位置
に配設することにより形成されている、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の位置センサ用取付バンド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体圧シリンダ等のシリンダチューブ内をその軸線方向に摺動するピストン
の動作位置を検出するための位置センサを、保持部材を介して該シリンダチューブに固定
するための位置センサ用取付バンドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　流体圧シリンダにおいてピストンの動作位置を検出し、その検出信号を各種の制御用信
号として使用する場合、位置検出装置が取り付けられる。この位置検出装置は、上記ピス
トンに取り付けた永久磁石の磁気を、シリンダチューブの外面に取り付けた磁気感応型の
位置センサで検出するようにしたもので、該位置センサをシリンダチューブの外面に取り
付けるため、従来より様々な機構が用いられている。
【０００３】
　図１２及び図１３は、上記位置センサ２１が固定された既知の流体圧シリンダ３０の一
例及びそれに用いられる位置センサ用取付バンドを示すもので、該流体圧シリンダは、シ
リンダ孔を内部に有する円筒形をしたシリンダチューブ３１と、該シリンダチューブ３１
内にその中心軸線Ｌに沿って摺動自在に収容されたピストン及びそれに連結されて外部に
延出するピストンロッド３３とを有している。そして、上記シリンダチューブ３１の一方
端に設けられているロッドカバー３４のポート３６ａと、他方端のヘッド部３５に設けら
れたポート３６ｂとを通じて、上記ピストンの両側の圧力室に圧力流体（例えば、圧縮空
気）を交互に給排することにより、該ピストンが前進或いは後退するものである。また、



(3) JP 5914929 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

上記ピストンの外周にはリング状の永久磁石が取り付けられ、上記位置センサ２１はこの
永久磁石の磁気を検出することにより、上記ピストンの動作位置の検出信号を出力するよ
うになっている。
【０００４】
　このような流体圧シリンダ３０において、上記位置センサ２１を保持する保持部材２０
をシリンダチューブ３１の外周上の任意位置に設置するために用いられる位置センサ用取
付バンド１０は、通常、上記位置センサ２１を保持する保持部材２０を両側から挟持する
相対する一対の挟持部１１ａ，１１ｂを、上記シリンダチューブ３１の外周に巻着する薄
板バンド１３の両端に設けることにより構成し、上記挟持部１１ａ，１１ｂで上記位置セ
ンサ保持部材２０を挟み、取付ねじ１４をそれらに挿入して螺着している。
【０００５】
　上記図１３の位置センサ用取付バンド１０は、シリンダチューブ３１上を移動させるこ
とによって、位置センサ２１の取付位置を自由に調整可能にしたものであるが、作業者ら
が不用意に該位置センサ用取付バンド１０にある程度の力を作用させても該位置センサ２
１が動かないように、十分な固定力を有している必要がある。該位置センサ用取付バンド
１０の固定力とは、該位置センサ用取付バンド１０に作用するシリンダチューブ３１の円
周方向及び軸方向の力に対する、該位置センサ用取付バンド１０の固定時における最大の
抗力の大きさである。
【０００６】
　上記位置センサ用取付バンド１０においては、固定力を発生させるために取付ねじ１４
によって挟持部１１ａ，１１ｂを締め付けると、上記薄板バンド１３に張力が生じ、これ
によって該薄板バンド１３と上記シリンダチューブ３１の当接面全体に分散した圧力分布
ができ、この圧力分布によって上記位置センサ用取付バンド１０に固定力が生じるが、こ
の場合の固定力は、薄板バンド１３とシリンダチューブ３１の当接面全体に分散するため
に、必ずしも製品において必要となる固定力の大きさを上回るとは限らない。また、上記
位置センサ用取付バンド１０の固定力は、該位置センサ用取付バンド１０の取付時におけ
る傾斜、或いは取付ねじ１４を増し締めしたときに生じる該位置センサ用取付バンド１０
のねじれ等の状態変化による影響を受けやすく不安定になる。
【０００７】
　上記固定力の増大を図るため、特許文献１に開示されているように、薄板バンドにゴム
のライニングを施すことも知られている。該薄板バンドの内周面にゴム等の摩擦抵抗の大
きなライニングを貼付すと、該位置センサ用取付バンド１０の有する不安定さを解消して
大きな固定力を得ることができるが、薄板バンドに均一な厚さで確実にゴムを貼付してお
くのは困難であり、製造コストが高くなるという問題がある。また、薄板バンドを長期間
一定の位置に固定していた場合、シリンダチューブ３１へのゴムの固着により、該位置セ
ンサ用取付バンド１０の位置調整が困難になる。
【０００８】
　更に、上記ライニングを貼付した位置センサ用取付バンド１０は、上記位置センサの保
持部材の固定の状態がライニングの厚さによって影響を受け易いという問題もある。該ラ
イニングの厚さが薄くなった場合、上記位置センサ用取付バンド１０を上記シリンダチュ
ーブ３１に取り付けた際に、該シリンダチューブ３１と位置センサ２１の保持部材の底面
との間に隙間ができるなどにより、安定した位置センサ２１の固定ができなくなる虞があ
る。一方、上記ライニングの厚さが厚くなると、上記位置センサ用取付バンド１０を上記
シリンダチューブ３１に取り付ける際に、上記取付ねじを装着するのが困難になるか、或
いは極端な場合には上記取付ねじの装着ができない状態になる虞がある。したがって、上
記位置センサ用取付バンド１０は、上記ライニング部材の厚さ等に高い精度が必要となる
ため、製造コストが高くなる。また、上記特許文献１の位置センサの取付構造では、帯状
バンドの他、滑り止めゴム板等の複数の部品が必要になり、部品点数が多くなり製造コス
トが嵩むという問題がある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００４－１２５１５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の課題は、位置センサを固定する際に十分な大きさの固定力を安定的に加えるこ
とができると共に、簡単な加工で製造コストを抑制することができるようにした位置セン
サ用取付バンドを提供することにある。
　更に、本発明の課題は、位置センサのシリンダチューブ上の軸方向及び周方向の位置の
調整を容易に行うことが可能な位置センサ用取付バンドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明によれば、シリンダチューブ内のピストンの動作位
置を検出する位置センサを保持するための保持部材と、該保持部材に両端を連結して上記
シリンダチューブの外周に巻着される薄板バンドとにより構成した位置センサ用取付バン
ドにおいて、上記薄板バンドは、上記保持部材の両側の対称位置と、該薄板バンドの長手
方向の中央位置とのうち、少なくとも上記対称位置に、該薄板バンドの内周側に突出する
単一又は複数の突起を備えた突起部を有し、該突起部が形成された位置は、上記薄板バン
ドの、上記保持部材が位置するシリンダチューブ半周側に巻着される部分であり、上記突
起部は、上記薄板バンドの幅方向の中央部に、該薄板バンドの幅の１／２以下の範囲内に
位置するように配設され、該突起部の配設位置の両側には、上記薄板バンドの幅の少なく
とも１／４以上の突起部が設けられていない領域があり、シリンダチューブの周面に対す
る上記薄板バンドの締め付け時に上記領域が上記シリンダチューブに接触するように形成
されていることを特徴とする位置センサ用取付バンドが提供される。
【００１２】
　本発明に係る位置センサ用取付バンドの好ましい実施形態においては、上記薄板バンド
は、上記保持部材の両側の対称位置と該薄板バンドの長手方向の中央位置とに上記突起部
を有し、上記対称位置の突起部と上記中間位置の突起部との間に、上記薄板バンドのシリ
ンダチューブの周面への締め付け時に該シリンダチューブの表面に圧接する部分を有し、
該薄板バンドの圧接する部分の長さがシリンダチューブの周長の５０％以上であることが
望まれる。
【００１３】
　また、本発明に係る位置センサ用取付バンドの他の好ましい実施形態においては、上記
突起部を形成する突起が、シリンダチューブの表面に点状接触、線状接触又は面状接触す
るように形成されている。
【００１４】
　更に、本発明の好ましい実施形態においては、上記各突起部を、上記薄板バンドの長手
方向の線状成分を有する突起と、それに直交する幅方向の線状成分を有する突起とにより
形成されたものとしたり、或いは、上記各突起部を、上記薄板バンドの長手方向とそれに
直交する幅方向の線状成分を複合した突起の単数又は複数により形成されたものとし、更
には、薄板バンドの長手方向に対して傾斜した線状成分をＸ状に交差させて複合した突起
の単数又は複数により形成されたものとし、また、上記突起の集合又は複合により文字そ
の他の記号状に形成されたものとすることもできる。或いは、上記各突起部がシリンダチ
ューブに点状接触する突起を薄板バンドの幅方向の２位置に対設したものとして形成する
こともできる。
【００１５】
　また、上記保持部材の両側の対称位置に設けた突起部が、該保持部材の中央の両側にお
いて対称形状をなす単一又は複数の突起により形成されたものとすることもでき、この場
合には、薄板バンドの両端を共通の型によりプレス加工するなどにより、製造上のコスト
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低減も図ることが可能になり、しかも、保持部材の両側の対称位置に設けた突起部が対称
形状をなす突起により形成されるので、保持部材の両側における固定力を均等化し、その
固定を安定化させることができる。
【００１６】
　上記構成を有する本発明の位置センサ用取付バンドにおいては、上記薄板バンドの内周
側に突起部を突出させ、該薄板バンドをシリンダチューブの外周に巻着して締め付けるの
で、該突起部にその締め付け力が集中して、それらにより大きな固定力を発生させること
ができ、そして当該固定力を発生させる突起部を少なくとも保持部材の両側の対称位置に
対設しているので、位置センサを保持する保持部材の固定を安定化させることができ、特
に、各突起部に薄板バンドの長手方向の線状成分を有する突起と、それに直交する幅方向
の線状成分を有する突起とを設けると、保持部材に作用するシリンダチューブの円周方向
及び軸方向の固定力を効果的に高めることができる。
【００１７】
　また、上記保持部材の両側の対称位置の突起部に加えて、薄板バンドの長手方向の中央
部に中間位置の突起部を設け、シリンダチューブの周面への薄板バンドの締め付け時に、
上記保持部材の両側の対称位置の突起部と中間位置の突起部との間において薄板バンドが
シリンダチューブの表面に十分に圧接する部分を有するものにすると、薄板バンドに全体
的に多数の突起部を設ける場合等に比して、薄板バンドに加える締め付け力により各突起
部に作用する固定力を分散させることなく、十分に大きいものにすることができる。
【００１８】
　更に、上記薄板バンドに各突起部を設けるに当たり、薄板バンドの幅方向の中央部にそ
れらの突起部が位置するようにして、シリンダチューブに対する薄板バンドの締め付け時
に、該薄板バンドの長手方向に伸びる両側縁が、各突起部の配設位置の幅方向両側におい
てシリンダチューブと接触するように形成すると、シリンダチューブに対する突起部の圧
接が安定化し、該突起部により安定的な固定力を発生させることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上に詳述した本発明の位置センサ用取付バンドによれば、薄板バンドの内周側に突き
出た突起部を適切な配置で設けることにより、位置センサを固定する際に十分な大きさの
固定力を安定的に加えることができ、しかも、部品点数を少なくすると共に簡単な加工で
製造可能にして製造コストを抑制することができ、更に、構成が単純でシリンダチューブ
に対する着脱が容易であるため、位置センサのシリンダチューブ上の軸方向及び周方向の
位置の調整を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】（ａ）は本発明に係る位置センサ用取付バンドによって、位置センサの保持部材
を流体圧シリンダに取り付けた状態を示す斜視図、（ｂ）は上記流体圧シリンダにおける
位置センサ用取付バンドの取付位置での断面図である。
【図２】本発明に係る位置センサ用取付バンドにおける薄板バンドの望ましい構成例を示
す斜視図である。
【図３】（ａ）は、図２の線状接触の突起部を設けた薄板バンドの内周側の部分拡大展開
図であり、（ｂ）はその薄板バンドをシリンダチューブに締め付け固定した場合のＡ－Ａ
位置での断面図である。
【図４】（ａ）～（ｄ）は、各種パターンの線状接触の突起部を備えた薄板バンドの内周
側の展開図である。
【図５】（ａ）は、図４（ａ）に示す突起部のＢ－Ｂ位置での断面図、（ｂ）は、図４（
ｂ）に示す突起部のＣ－Ｃ位置での断面図である。
【図６】線状接触の突起部を設けた薄板バンドの別の突起パターンを示す該バンドの内周
側の展開図である。
【図７】線状接触の突起部を設けた薄板バンドの更に別の突起パターンを示す該バンドの
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内周側の展開図である。
【図８】（ａ）は、線状接触の突起部を設けた薄板バンドの更に別の突起パターンを示す
該バンドの内周側の展開図であり、（ｂ）は、（ａ）のＤ－Ｄ位置での断面図である。
【図９】線状接触の突起部を設けた薄板バンドの更に別の突起パターンを示す該バンドの
内周側の展開図である。
【図１０】面状接触の突起部を設けた薄板バンドの突起パターンを示す該バンドの内周側
の展開図である。
【図１１】（ａ）は点状接触の突起を幅方向の２位置に配設した突起部を有する薄板バン
ドの内周側の展開図であり、（ｂ）は該薄板バンドのＥ－Ｅ位置ににおける断面図である
。
【図１２】従来の位置センサ用取付バンドによって、位置センサの保持部材を流体圧シリ
ンダに取り付けた状態を示す斜視図である。
【図１３】位置センサ用取付バンドの従来例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１の（ａ）及び（ｂ）には、本発明に係る位置センサ用取付バンド１０を装着した流
体圧シリンダ３０を示している。
　なお、図１に示す流体圧シリンダで、図１２に示す流体圧シリンダと同一又は対応する
部分には、図１２と同一の符号を付してその説明を省略するが、図１の本発明に係る位置
センサ用取付バンド１０において、図１２及び図１３に示す従来の位置センサ用取付バン
ド１０と対応する部分には便宜上同一の符号を付し、それらの相違点については、本発明
に係る位置センサ用取付バンド１０の構成と共に以下において具体的に説明する。
【００２２】
　まず、本発明に係る位置センサ用取付バンド１０によりシリンダチューブ３１の外面に
取り付ける位置センサ２１は、シリンダチューブ３１内のピストン３２の動作位置を、該
ピストン３２の周囲に取り付けた永久磁石３７の磁気により検出する磁気感応型のもので
、上記位置センサ用取付バンド１０は、該位置センサ２１をシリンダチューブ３１の外面
に保持させるための保持部材２０と、該保持部材２０に両端を連結して上記シリンダチュ
ーブ３１の外周に巻着され、該保持部材２０をシリンダチューブ３１の外周上における任
意位置に固定する可撓性のある帯状金属製の薄板バンド１３とにより構成している。
【００２３】
　図１に示す位置センサ用取付バンド１０の上記薄板バンド１３は、その両端に位置セン
サの保持部材２０を挟持するために補強された挟持部１１ａ，１１ｂを有している。該挟
持部１１ａ，１１ｂが互いに相対して挟持する位置センサの保持部材２０は、上記シリン
ダチューブ３１の外周上に圧接されて位置センサ２１を受けるセンサホルダ２２と、該セ
ンサホルダ２２上に位置して該センサホルダ２２をシリンダチューブ３１の外周上に押し
付ける取付部材２３とにより構成され、位置センサ２１は上記センサホルダ２２の取付溝
に挿入して固定ねじ２４で該センサホルダ２２に固定している。そして、上記位置センサ
２１及び保持部材２０をシリンダチューブ３１の外周に固定するには、上記挟持部１１ａ
と挟持部１１ｂとによって取付部材２３の両側面を挟み、挟持部１１ａのねじ孔１２ａか
ら取付部材２３のねじ挿通孔に取付ねじ１４を挿入し、該取付ねじ１４を挟持部１１ｂの
ねじ締付孔１２ｂに螺挿することにより固定するようにしている。
【００２４】
　一方、上記薄板バンド１３は、上記帯状金属板を円弧状に湾曲させて形成し、シリンダ
チューブ３１の外面への固定力を増大させるために、以下に図２～図１１を参照して詳述
するような各種パターンの突起部１５、及び必要に応じて設けられる突起部１６等の複数
が、該薄板バンド１３の内周側に突き出た状態で設けられる。各突起部１５，１６は、単
一又は複数の突起１７の集合或いは複合により形成されるものであるが、具体的には、図
２～図１１を参照して後述することとし、まず該薄板バンド１３に設ける一般的な突起部
１５，１６等の配置について説明する。
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【００２５】
　上記薄板バンド１３には、まず、少なくとも、図１の（ｂ）に示す保持部材２０の中央
Ｍの両側の対称位置に突起部１５が対設される。これらの対称位置の一対の突起部１５，
１５は、薄板バンド１３においてシリンダチューブ３１の保持部材２０が位置する側の半
周に巻着される範囲内（薄板バンド１３の両端部付近）に形成されるものである。該突起
部１５を形成する単一又は複数の突起１７自体は、具体的には、図２～図１１に示すよう
なものであり、これらは、シリンダチューブ３１の表面に点状接触、線状接触又は面状接
触するものに大別することができる。いずれの突起１７も、図示しているように、薄板バ
ンド１３の長手方向の中心線に関して対称になっていることが望まれる。
【００２６】
　特に、上記突起部１５，１６を構成する突起１７が上記線状接触の突起である場合、薄
板バンド１３の長手方向に伸びる突起１７はシリンダチューブ３１の軸方向の外力に対し
て大きな固定力を発揮させることができ、また、上記薄板バンド１３の幅方向に伸びる突
起１７は、シリンダチューブ３１の円周方向の外力に対して大きな固定力を得るのに有効
である。
【００２７】
　上記内周側の一部に突起部１５を突出させた薄板バンド１３は、それをシリンダチュー
ブ３１の外周に巻着して締め付けると、該突起部１５における各突起１７の先端部にその
薄板バンド１３の締め付け力が集中してシリンダチューブ３１の外周に作用するため、大
きな固定力を発生させることができ、そして、当該固定力を発生させる突起部１５を上述
のように保持部材２０の両側の対称位置に対設すると、位置センサ２１の保持部材２０の
固定を該保持部材２０の両側で行うことになるので、その保持部材２０の固定を十分に安
定化させることができる。特に、図２に示すように、各突起部１５に薄板バンド１３の長
手方向の線状成分を有する突起１７ａと、それに直交する幅方向の線状成分を有する突起
１７ｂとを設けると、上記保持部材２０に作用するシリンダチューブ３１の円周方向及び
軸方向の固定力を効果的に高めることができる。なお、図２以外では、上記長手方向の突
起１７ａ及び幅方向の突起１７ｂを、いずれも突起１７として、符号による区別を省略し
ている。
【００２８】
　例えば、シリンダチューブ３１の径が大きく、従って薄板バンド１３が長くなる場合な
どにおいて、薄板バンド１３における上記保持部材２０の両側に対設した突起部１５だけ
で薄板バンド１３の安定的な固定が行われない可能性がある場合には、図１の（ｂ）や、
図４，７，８，１０に示すように、薄板バンド１３の上記保持部材２０の両側の対称位置
の上記突起部１５に加えて、該薄板バンド１３の長手方向の中央部に、内周側に突出する
中間位置の突起部１６を設けることができる。しかしながら、薄板バンド１３に全体的に
多数の突起部を設けると、逆に、それらの多数の突起部に固定力が分散して作用すること
になり、この分散した固定力では必ずしも保持部材２０の十分な固定を行えるとは限らな
い。
【００２９】
　そこで、上記保持部材２０の両側の対称位置の突起部１５に加えて、薄板バンド１３の
長手方向の中央部に中間位置の突起部１６を設ける場合には、シリンダチューブ３１の周
面への薄板バンド１３の締め付け時に、上記保持部材２０の両側の対称位置の突起部１５
と中間位置の突起部１６との間において、薄板バンド１３がシリンダチューブ３１の表面
に十分な長さで圧接することが必要であり、これにより、薄板バンド１３に全体的に多数
の突起部を設ける場合に比して薄板バンド１３に加える締め付け力により各突起部１５，
１６に作用する固定力を分散させることなく、十分に大きいものにすることができる。
【００３０】
　上記薄板バンド１３をシリンダチューブ３１の表面に十分な長さで圧接させる場合に、
どの程度の圧接長さが必要であるかについて、本発明者が実験結果等に基づいて検討した
結果、シリンダチューブ３１の径が大きく、従って薄板バンド１３が長くなる場合におい
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ては、シリンダチューブ３１の周面への薄板バンド１３の締め付け時に、シリンダチュー
ブ３１の周長に対して７０～８０％の範囲で薄板バンド１３を容易に圧接させることがで
きるが、シリンダチューブ３１の径が小さく、従って、薄板バンド１３が短い場合には、
薄板バンド１３を保持部材２０の両側の突起部１５と中間位置の突起部１６との間におい
てシリンダチューブ３１の表面に圧接する十分な長さを得ることに困難性があるが、少な
くとも、薄板バンド１３の圧接する部分の長さがシリンダチューブ３１の周長の５０％以
上であることが必要である。
【００３１】
　上記中間位置の突起部１６を構成する突起１７も、保持部材２０の両側の突起部１５に
おける突起１７と同様に、シリンダチューブ３１の表面に点状接触、線状接触又は面状接
触する単一又は複数のものとすることができる。
　なお、上記保持部材２０の両側の対称位置の突起部１５に加えて、薄板バンド１３の長
手方向の中央部に中間位置の突起部１６を設ける場合に、該突起部１６は、必ずしも図１
の（ｂ）や、図４，７，８，１０に示しているように、薄板バンド１３の長手方向の中央
部に設ける必要はなく、上述した薄板バンド１３の圧接する部分の長さがシリンダチュー
ブ３１の周長の５０％以上であることを前提として、例えば図９に示すように、薄板バン
ド１３の長手方向の中央部ではない位置に必要数の突起部１６を設けることもできる。
【００３２】
　更に、上記薄板バンド１３に各突起部１５，１６を設けるに当たり、図３に示すように
、薄板バンド１３の幅方向の中央部にそれらの突起部１５，１６を構成する突起１７が位
置するようにして、即ち、それらの一部が薄板バンド１３の長手方向に伸びる両側縁１３
ａに達しない位置に設け、シリンダチューブ３１に対する薄板バンド１３の締め付け時に
、該薄板バンド１３の長手方向に伸びる両側縁１３ａを、各突起部１５，１６の配設位置
の幅方向両側においてシリンダチューブ３１に圧接させるように形成すると、シリンダチ
ューブ３１に対する各突起部１５，１６の圧接が安定化し、該突起部により安定的な固定
力を発生させることができる。この場合に、上記薄板バンド１３の幅方向の中央部に位置
する各突起部１５，１６が、該薄板バンド１３の幅の１／２以下の範囲内にあり、各突起
部１５，１６の配設位置の両側に少なくとも該薄板バンド１３の幅の１／４以上の突起部
を設けていない領域があることが望まれる。
【００３３】
　次に、図４～図１１を参照して、上記突起部１５，１６を構成する各突起１７の具体的
形態について説明する。
　図４の（ａ）～（ｄ）の例は、薄板バンド１３に設けた各突起部１５，１６が、それぞ
れ線状接触する単一の突起１７により形成されたもので、（ａ）では、上記薄板バンド１
３の幅方向の線状成分を有する各単一の突起１７を備えた場合、（ｂ）～（ｄ）では、上
記薄板バンド１３の長手方向の線状成分を有する突起とそれに直交する幅方向の線状成分
を有する突起との複合により、十状に形成された突起１７、Ｘ状に形成された突起１７、
並びに倒Ｔ字状及び十状に形成された突起１７の混用の場合を例示している。特に、上記
（ｂ）～（ｄ）の例では、薄板バンド１３の長手方向の線状成分を有する突起とそれに直
交する幅方向の線状成分を有する突起との複合により突起１７が形成されているので、そ
れらの突起１７により、保持部材２０におけるシリンダチューブ３１の円周方向及び軸方
向の固定力を効果的に高めることができる。
【００３４】
　また、図６～図１１は、突起部１５が複数の突起１７により形成された例を示すもので
あり、図６及び図７では、突起部１５における複数の突起１７が、薄板バンド１３の長手
方向の線状成分を有する突起と、それに直交する幅方向の線状成分を有する突起との複合
により形成され、図８及び図９の例では、突起部１５における複数の突起１７が、薄板バ
ンド１３の長手方向の線状成分を有する突起とそれに直交する幅方向の線状成分を有する
突起の複数の集合により形成されている。これらの複数の突起１７を近接配置する場合に
は、隣接する突起１７の機能がそれぞれ十分に発揮されるような配列であることが望まし
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それらの突起は分散配置されている場合よりも、保持部材２０におけるシリンダチューブ
３１の円周方向の固定力を高めることができるとは限らないので、そのような配列は避け
るべきである。
【００３５】
　しかも、上記図４及び図６～図９に示す例では、突起部１５を形成する複数の突起１７
が、薄板バンド１３の長手方向の線状成分を有する突起と、それに直交する幅方向の線状
成分を有する突起との複合或いは集合により形成されているので、それらを、文字その他
の記号状に形成することもでき、例えば、ローマ字の中から選ばれる任意文字形状に形成
することができる。
【００３６】
　更に、図１０では、各突起部１５，１６に、シリンダチューブ３１に対して面状接触す
る突起１７を設けた場合を示しているが、かかる突起１７は、シリンダチューブ３１との
接触部が面状であって、その接触面における単位面積当たり圧接力が小さくなるので、必
ずしもシリンダチューブ３１に対する薄板バンド１３の固定力を高めるために有効なもの
ではないが、例えば、シリンダチューブ３１の強度に問題があって単位面積当たりの突起
の押し付け力をある程度制限したい場合などに有効である。
【００３７】
　図１１には、各突起部１５，１６が、シリンダチューブ３１に点状接触する突起１７を
薄板バンド１３の幅方向の２位置に並び、しかも、突起部１５はそれを薄板バンド１３の
長手方向にも並べて配設することにより形成された例を示している。このような構成は、
各突起１７が点状という簡易なものでありながら、例えば、図３に示しているように、シ
リンダチューブ３１に対する薄板バンド１３の締め付け時に、各突起１７の配設位置の幅
方向両側において、薄板バンド１３の長手方向に伸びる両側縁１３ａをシリンダチューブ
３１に圧接させることにより、該薄板バンド１３のシリンダチューブ３１への固定を安定
させることができる。
【００３８】
　上述した薄板バンド１３の各例においては、保持部材２０の両側の対称位置に設けた突
起部１５が、該保持部材２０の中央の両側において対称形状をなす単一又は複数の突起に
より形成されているが、このような形状は、保持部材２０の両側における固定力を均等化
し、その固定を安定化させるために有効なものである。
　また、保持部材２０の両側の対称位置に設けた突起部１５を、該保持部材２０の中央の
両側において対称形状にしておくのは、該薄板バンド１３の製造において薄板バンド１３
の両端を共通の型によりプレス加工するなどにより、製造上のコスト低減を図るためにも
有効なものである。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　　　　　　　　位置センサ用取付バンド
　１１ａ，１１ｂ　　　挟持部
　１３　　　　　　　　薄板バンド
　１５，１６　　　　　突起部
　２０　　　　　　　　保持部材
　２１　　　　　　　　位置センサ
　３１　　　　　　　　シリンダチューブ
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